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5) 自由境界とは,ここでは境界がrigidではなくて流体 (液晶 )であることを意味する｡
3. トポロジカルな非線型励起と相転移
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秩序状態からの励起としてフォノン｡スピン波等の所謂線型励起の他に, ドメイン壁 ･vo-
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を得たoここに, レ⊥と佃ま定数 (ただし, ‖こは依る)o空間微分の高次までとりこんだ非
線形フェイズ･ダイナミックスについてはKuramotoの研究がある3.),4)
系が無限に広がっている理想的な極限を考えると,出発の運動方程式が回転対称性をもって
いるとき,周期パターンの波数ベクトルの向きは縮退している｡ つまり,空間のある点の波数
ベクトルの向きと,そこから十分はなれた点の波数ベクトルの方向とは大きく違いうる｡ した
がって,パターンの大局的な時間発展をとらえるには運動方程式 (例えば(3)をユークリッド不
変な形に書かなければならない｡最近,Crossと Newel15)はフェイズ¢(r,頼 こ対するユ
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